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【課題の概要】 

動物と異なり動くことができない植物は、独自の個体内シグナル系を進化

させてきた。本研究は、個体内シグナルの仕組みを、活動電位伝播機構の解

明を通して理解するものである。植物における活動電位の存在は以前より知

られていたものの、従来のモデル植物ではその解析が困難であった。本研究

ではオジギソウ、ハエトリソウ、モウセンゴケという「動く」植物を巧みに

操作することで、これまでの問題に突破口を開くものである。研究代表者ら

が独自に開拓した解析系を用いることで、独創的な研究が展開される。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

本研究の進展により、植物における活動電位伝播の新規メカニズムが解明さ

れるのみならず、新分野の開拓が期待される。具体的には、動物と植物におけ

る活動電位伝播機構の相違点の理解に加え、動かない植物からどのようにして

オジギソウ、ハエトリソウ、モウセンゴケといった動く植物が出現したのかと

いう、大きな視点からの進化生物学の創出が見込まれる。純粋基礎科学の原点

に立ち返り、新しい学術を切り拓く真に優れた独自性のある研究内容である。

また本研究で使用される動く植物の機構解明は国民に広くインパクトを与え

るものであり、我が国の科学リテラシー向上への貢献にも期待がかかる。 

 


